
公共施設等の建替えや改修に向けた
今後の流れ～
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●第1回
 検討会

●第２回
検討会

●第３回
検討会

●作業部会 ●作業部会

●中期財政計画への記載は、
事前に検討会で諮ることが原則

●管理する施設の
建替えや改修など
根拠資料を添えて
検討会へ資料を提出

●施設カルテ
更新

●施設整備費の
予算化

●作業部会

・実績確認
・中期財政計画に連動する事業の精査
・対象施設の確認
・建物や屋外施設の改修計画
・建物以外の施設カルテ作成
・使用料の検討

・第一回検討会の
　内容を協議し作業開始

・進捗状況報告 ・進捗、実績報告

・進捗状況の確認
・中期財政計画と連動する施設整備の確認

・進捗状況の確認
・次年度スケジュール案
・次年度対象施設の確認
・次年度施設に係る事業
化の予算報告

検討会

作業部会

担当課

R7 R8

←　地元説明会の開催・協議・報告　→

▲

▲▲ ▲

▲

①建物に関する建替や改修工事（中期財政計画様式３に関連する事業）などは、
　検討会で諮り認められた事業を中期財政計画へ計上することを
　原則とします。

②中期財政計画ヒアリング結果は、
　直近の検討会へ報告してください。
　財政状況により、後年度への計画変更など
　想定される場合があります。
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●公共施設の利用者負担の適正化に関する方針に向けた作業

・使用料見直しに関する基準の検討

①積算根拠を明確化

②料金設定の見直し

③負担感の緩和

④減免制度の見直し

●建替や長寿命化建設の際は、ＰＰＰ（Public Private Partnership公民連携）の手法を検討する

・具体的な案件があるときは、関係課と勉強会など開催し検討会で方向性を確認

●建物以外の施設カルテ

・公園や運動施設、駐車場など該当する施設の選定

①カルテ作成のスケジュール

②二軸評価

③利用料とランニングコストの関係

④屋外施設の将来的な方向性

●地図システムからの閲覧や情報入力を各課に共有する

・各課が地図システムで管理できるように。→財産台帳の整備と連動して。
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・使用料条例改定の

タイムリミットは？

・減免から優先して改定。

検討会で協議すること
7年度からの取り組みについて～




